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黒木祐子（市民団体オレンジの華）
協力：綾町（地域包括支援センター）

事業の目的

 地域住民の認知症に対する
知識を啓蒙し、生活習慣と
関連した予防法の普及につ
とめること。

 参加者一人一人が、自己の
生活習慣を積極的に見直す
機会とし、参加者自らが行
う認知症予防の実現を目指
したケアプランを創出する
こと
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実施内容

【認知症に対する正し
い知識の普及】

認知症の予防、早期発見、
早期対応に関する基本的
な知識や予防方法を認知
症専門医がわかりやすく認
知症と生活習慣病との関連
の講演実施。

【地域包括支援センターからの役立つ情報の提供】
行政の施策、サービスなどに関する役立つ情報を、研修実施地域の
地域包括支援センターがそれらを伝え、そのことで、安心を提供。

【生活習慣と関連した予防ケアプログラムの実施】
生活習慣の食・睡眠・運動ついての講演：正しい知識を共有し参加
プログラムへの動機を高め、健康意識の向上を目指す。
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回 日程 内容 住民参加者

1 8/23 知っておきたい認知症予防のイロハ/どうしよう？と悩んだ時の相談窓口 18名

2 8/30 好きなことをするための食事 16名

3 9/13 睡眠マネージメントで生活リズムを整ええる/運動で認知症予防 16名

4 9/18 体力測定/有酸素運動 11名

5 9/25 運動プログラムの実施/10/2にはオルゴールを取り入れる
ヨーガによる準備体操
腹式呼吸
有酸素運動＋下肢筋力とレーニング
調息
瞑想とイメージトレーニング

１1名

6 10/2 １1名

7 10/16 9名

8 10/23 10名

9 10/30 8名

10 11/6 体力測定 7名

11 12/11 面談にて結果報告/コグニサイズ 5名

12 2/26 4名

13 3/5 ６名

昨年度の実施状況 【綾町高年者センターにて開催】 延べ132名

参加者への体力測定結果の返却（例） 運動プログラムを１か月行った
後に面談

5

6



地域貢献等研究推進事業報告【認知症ヘ
ルスケアプログラムの開発】

4

【参加者によるアンケート調査の結果】

参加者の年齢：65～86歳、複数の疾患を有していた。

【参加者】

講演に関しての反応：第１～第３回まで

回答者 37人（参加人数50人、回収率 ７４％）

よかった ふつう わかりにくかった 合計

内容はどうか 31(84%) 6(16%) 0(0%) 37(100%)

第１回：15/17(88.2%), 第２回と第３回は8/10（80%）がよかった。

運動プログラムなどに関しての反応

よかった ふつう わかりにくかった 合計

内容はどうか １３(86.7%) ２(13.3%) 0(0%) １５(100%)

回答者 １５人（参加人数１９人、回収率 78.9％）

計測結果の返却希望者には面談もしくは郵送にて返却
面談、結果返却時の反応

回答者 ６人（参加人数６人、回収率100％）・・最後の面談時の調査

全員が面談を希望し、面談の内容（わかったこと）として、自分の計測結果（3
人)、自分の下肢の筋肉・筋力（5人）、運動の必要性（3人）、話を聞いて安心
（4人）、今後の健康づくりで何をすればよいか（5人）
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【測定のまとめ】

身長・体重・腹囲
握力（左右）・大腿周囲径（左右）、下腿周囲径（左右）
立ち上がりテスト、３分間歩行

変化はなかった 運動プログラム前後の測定ができた者が６名

６名中５名は前の結果よりよくなった。
結果が悪かった１名はこの間に捻挫をして
歩きづらいということであった。
歩速0.8m/s以下（アジアサルコペニアワーキン
グのサルコペニア判定基準）の者はいなかった。

【令和２年度事業評価】

参加者が自己の生活習慣を積極的に見直す機
会を提供できた。

運動プログラムでは成果（3分間歩行が向上）が
見られた。

コロナ禍で縮小での実施であったが、継続して参
加、体力測定などの結果の返却、参加者の状況
を面談で把握ができた。

今後の参加者への取り組みの動機づけとなった。
参加者にあった支援を考えていく材料が得られた。
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【今年度に向けての改善点】

食事・睡眠・運動の内容を予防実践
できる内容に発展させる

自宅での認知症予防実践能力を高
める支援が必要

認知症予防実践（運動プログラム）を
継続する必要性が理解できるように
支援

個々人にあった支援が必要

今年度もコロナウイルス感染症対策を行いながら、実践する
予定で第１回の打合せを終えたところである。

ご清聴ありがとうございました。
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